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　議会広報等調査特別委員会では，去る２月４日・５日に熊本県合志市・福岡県古賀市の議会広報（議
会だより）の編集等について研修を行いました。研修では，お互いの挨拶の後，活発な質疑応答や意
見交換が行われました。両市共に市民の方々に読み易く親しみ易い議会だより作りに下記のような取
り組みが行われていました。

・前号の反省を踏まえての次号作成
・先進地研修や印刷会社等での研修
・主な議案の議員別賛否一覧の掲載
・次期定例会の会期日程案の掲載
・�議員の方々には一般質問者本人がタイトルを
決めそのタイトルに対する当局の答弁まで決
めてもらい質問に伴う掲載写真とそのキャプ
ション作成まで行う。

　以上のような取り組みがなされており，大変参考になりました。今後，曽於市議会だよりの編集の
中で活かして参りたいと思います。（大川内）
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